
安全への取り組み
ＥＳＧとＳＤＧｓについて

11 安全衛生・保安管理の充実

（Social：社会）　重要課題：エネルギーの安定供給、労働安全衛生、ステークホルダーとの共存共栄

関連するＳＤＧｓ

⑴ 安全衛生・保安管理活動項目

あいさつ運動ワッペン
２００９年１１月から始めたあいさつ
運動は１3年目を迎え継続中です（ （

八木製油所長訓話
（２０２2年７月 全国安全週間）

無事故・無災害キャンペーンシール
（無事故・無災害を達成するため「基本を守る運
動（無事故・無災害キャンペーン）」を全員参加で
継続しています）

●安全衛生・保安管理システムの推進
●安全活動
　・ パワープレイ総点検(＊注1)
　・ 安全作業指導員
　・ 安全小冊子の配布
　・ 基本を守る運動（無事故・無災害キャンペーン）
　・ あいさつ運動
　・ 安全性評価、変更管理
　・ 非定常時の安全性評価
　・ ヒヤリ・ハット事例の発掘と水平展開
　・ 事故・トラブル事例および外部事故情報の活用
　・ ＫＹ（危険予知）活動

●安全教育の推進
　・ 安全関係法令教育
　・ 安全体感教育
　・ 安全環境基礎教育
●協力会社との安全ミーティング
●防災訓練の実施
　・ 総合防災訓練
　・ 津波防災の日訓練
　・ 総合ＢＣＰ訓練
　・ 石油コンビナート等防災訓練
　・ 海上流出油災害対応訓練

長期的
成長

　当社は、社会の一員としての責任を果たすため、ＥＳＧの
諸課題に対して従来より質の高い取り組みを目指し、実行し
ています。

環境（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ）
社会（Ｓｏｃｉａｌ）
ガバナンス（Ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅ）

地球環境の保全やステークホルダーとの共存共栄は当
社の企業理念として実践するところであり、今後ともＳＤＧｓ
（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｇｏａｌｓ：持続可能な開発
目標）が目指す持続可能な社会の実現に向けて貢献できる
よう事業活動に努め、企業価値の向上を図ってまいります。
ＥＳＧ、ＳＤＧｓについての意識を高めるため、２０２２年3月に
社外講師による講演会を実施しました。

Ｅ ｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ

S ｏｃｉａｌ G ｏｖｅｒｎａｎｃｅ

重要課題 具体的な取り組み

Ｅ ●環境負荷低減
●廃棄物の削減

徹底した環境負荷低減への取組み
●環境にやさしい製品供給
●地球温暖化対策
●大気汚染防止
●水質汚濁防止、水資源の節約
●化学物質の管理
●廃棄物の削減
●リサイクル対策

Ｓ ●エネルギーの安定供給
●労働安全衛生
●ステークホルダー
　との共存共栄

安全への取組み
●安全衛生・保安管理の充実
●安全活動
●緊急時の対応
地域社会への貢献・海外技術協力・
生物多様性の保全

Ｇ ●ガバナンス
●コンプライアンス

●コーポレート・ガバナンス体制実践
●コンプライアンスの推進

S

製油所では多量の可燃物を扱っており、災害発生防止のため、日々、運転監視、現場パトロール、設備点検、
検査、補修、安全教育等を実施しています。
安全衛生方針、保安管理方針のもと、「２０２2年度　安全衛生・保安管理計画」を作成し、ＰＤＣＡサイクルを
回すことで継続的な改善を行っています。　
２０２2年度の主な活動項目は以下のパワープレイ総点検(＊注1)、安全作業指導員による安全活動、安全
小冊子配布等があります。また、ＫＹ（危険予知）活動に関しては、より実践的なＫＹ活動へと進化させ、危険感
受性を高めるべく活動しています。また、非定常時の安全性評価は、２０１３年度からリスクレベルを考慮し実
施しています。

(＊注1)この活動は、サッカーやアイスホッケーでゴールキーパーを含めた全員で攻撃することにちなんで、全員で装置を点検する意味
を込めて「パワープレイ総点検」と名付けました。
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